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論 文 内 容 の 要 旨

従来の糖質醸酵にかあ り,石油系炭化水素や石油化学二次製品を原料とする髄醇が登場し,酸酵工業の

新領域となりつつある｡Candida属酵母はこの目的に適した微生物として最も重要なものの1つとされて

いるが,実用面での成果を生むための基礎となる生理と代謝に関する知見はきわめて乏しい｡

本論文は Candida属酵母の代謝における基礎的な知見を得ることを 目的 とし, 解糖系酵素,並 びに

NADP(ニコチンアミド アデニン ジヌクレオチド リン酸)依存脱水素酵素の調節様式について研究

した結果をまとめている｡

第1編では,解糖系の律速酵素であるピルビン酸キナーゼ,ならびに六炭糖リン酸化酵素の調節様式に

ついてまとめている｡

第1章では,酵母のピルビン酸キナーゼが, アロステリックな活性化剤 である果糖 1,6-ビスリン酸

(FBP)に対する感受性という点で,3つのグループに分類出来ることを明らかにし, この生理的意義に

ついて調べている｡Saccharomyces属酵母,及び醸酵能を持つ Candida属酵母のピルビン酸キナーゼは,

FBPによる活性化を受けるが,本物質の効果は前者において, より著しいことを認めた｡ これらの酵母

における本酵素の調節は,FBPによるアロステリックな活性の調節, 及び酵素量の変動による調節とい

う2つの様式によってなされており,一方醸酵能を持たない Candida属酵母では,FBPによる活性化を

受けず,酵素量の変動によってのみ本酵素の調節が成されていることを示した0

第2章では,醸酵能を持つ CandidairoPicalisの無細胞抽出液 より基質特異性の異なった2種のブド

ウ糖 リン酸化酵素を種々の手法を用いて分離,精製し,各々の諸性質を明らかにしている0-万はブドウ

糖以外に果糖に対しても高い活性を示す-キソキナーゼであり,本酵素は上記の糖類により誘導生成され

る.他方はフルクトースに対する活性を示さないグルコキナーゼであり,本酵素は酵母菌体中に常に一定

量存在しているOまた,髄酵能を持たない CandidaliPolyticaにも上記2種の六炭糖 リン酸化酵素の存在

が認められたが,その調節様式は先の酵母とは異なっていることを証明した｡
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第2編第 1章では,種々の炭素源,及び窒素源で生育した際の2種の Candida属酵母における, いく

つかの NADP,及び NAD依存脱水素酵素活性の細胞内局在性及び変動を調べた結果 をまとめている｡

この結果より,脂肪酸,アミノ酸等の菌体構成成分の合成に必要 な還元型 NADP(NADPH)の供給系

が,用いた炭素源の種類によって変化することを明らかにしている｡

第2章では,NADP依存脱水素酵素であるブドウ糖 6-リン酸脱水素酵素,及び6-ホスホグルコン酸

脱水素酵素を Candidatropicalisの無細胞抽出液よりそれぞれ精製 し, その反応動力学的諸性質 につい

て調べた結果をまとめている｡

第3章では,種々の炭素源で培養した CarididairoPicalisにおける, トリカルボン酸回路,及びグリオ

キシル酸回路の酵素の細胞内局在性について調べた結果をまとめている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

Candida属酵母は石油系炭化水素や石油化学二次製品を原料とする有用物質の生産に利用される重要な

微生物の1つであるが,実用面での研究に比較して基礎的な生理と代謝に関する情報はきわめて乏しい｡

本論文は教程の代表的な Candida属酵母をブドウ糖, アルカン,酢酸, エタノールに培養し, Sac-

Charomyces属酵母がブドウ糖に生育する場合と比較しつつ,解糖系における重要 な酵素 のピルビン酸キ

ナーゼ,六炭糖 リン酸化酵素と菌体成分の生合成に必要な還元塑 NADPの供給に関与する各種の NADP

依存脱水素酵素の性質,量的変化,調節機構を詳細に調べたものである｡ 得られた成果は次のごとくで

ある｡

(1) 解糖系の律速酵素ピルビン酸キナーゼが酵母の種類 によりアロステリックな活性化剤 である果糖

1,6-ビスリン酸 (FBP)に対する感受性の点から3つの群に大別できることを明らかにし, それらの酵

母の炭素源利用性,代謝の特徴に対応して合理的に酵素量の調節とFBPによる活性の制御が行われるこ

とを示した｡

(2) 解糖系における最初の過程に関与する六炭糖 リン酸化酵素に関して, Candidatropicalisは基質と

してブドウ糖を利用するグル コキナーゼの外にブドウ糖以外に果糖も利用する-キソキナーゼを持ち,

前者は構成酵素として炭素源の種類にか あゝらず常に一定量存在するのにたいし,後者は炭素源として糖

類を用いた場合に誘導生成されることを認め,炭素源の種類による解糖系の流れと酵素の種類及び量の変

化の関係に興味深い新事実を明らかにした｡

(3) Candida属酵母におけるいくつかの NADp-及 び NAD依存脱水素酵素の細胞内局在性, 炭素源

及び窒素源の種類による活性の増殖経過に伴 う変動を詳細に追跡し,炭素源ならびに窒素源の相違により

菌体成分の生合成に必要な還元型 NADPの供給に関与する脱水素酵素の種類が変化する様相を示した｡

また NADP依存脱水素酵素のブドウ糖6-リン酸脱水素酵素, 6-ホスホグルコン酸脱水素酵素 を C.

tropicalisより精製し,その反応動力学的性質を調べ, トリカルボン酸回路及びグリオキシル酸回路の酵

素の細胞内局在性についても研究を行った｡

以上を要するに本論文は炭化水素,石油化学二次製品を利用して増殖し有用物質の健酵法による生産に

利用される Candida属酵母の解糖経路,糖新生経路,NADPH 供給系に関与する酵素の性質と量ならび
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に活性の調節について基礎的な知見を与えたものであり,学術上ならびに工業上貢献するところが少なく

ない｡

よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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